


いかなる立場にあっても、職務を全うできる能力をもった歯科衛生士の養成。

昭和46年10月

昭和47年 2月

昭和47年 4月

昭和55年 4月

昭和56年 4月

平成18年 4月

教育方針 

校長からの
メッセージ

沿革 社団法人福山市歯科医師会より福山歯科衛生士学院を設立

厚生大臣より指定を受け、各種学校県知事認可を受ける

福山歯科衛生士学院（1年制）として福山市御門町に開校

福山市南蔵王町（現住所）へ移転

福山歯科衛生士専門学校（2年制）として専修学校に昇格

専門学校福山歯科衛生士学校に改称　修業年数を3年制に変更

歯科診療の場で、診療補助業務が十分できる能力。

口腔衛生実技に熟達し、その技量を十分に発揮し
責任を全うできる能力。

臨床の場で、患者に対し歯科保健指導が十分にできる能力。

公衆歯科衛生の場においても現場活動が十分にできる能力。

常に医療人としての論理に基づいた行動ができる能力。

■

■

■

■

■

福山市歯科医師会の附属校であり、市内で開業されている歯科医師（会員）による

現場に即した内容の講義・実習を受けることができ、卒業後も即戦力として、確かな技術と豊富な知識で、

患者さん一人ひとりの気持ちに応える歯科医療のスペシャリストを育てるため、

本校では、教育方針に基づき、優れた人格・見識をもった有能な歯科衛生士を養成しています。

特に豊富な講師陣による3年間の教育により、歯科衛生士としての専門知識はもとより、

社会人としての幅広い教養と女性としての豊かな人格の形成を図ることを目指しています。

「フッ化物塗布」等の薬物塗布や

深い溝に充填をして虫歯を予防し

たり、歯垢や歯石を除去する「機

械的歯面清掃」などの歯科予防処

置を行います。

保健所や小学校で歯磨き指導をしたり、福祉施設

を訪問して口腔ケアを行うなど患者さんの歯の健

康全般を考えます。幼児から高齢者までの各ライフ

ステージにおいて、適切な健康づくりを行うため、

歯磨き指導やセルフケアのスキルアップを専門的

に支援する大切な仕事です。口腔の健康を保つこ

とが健康で質の高い生活を営むうえで重要です。

診療が安全に行われるように、歯科医師が

円滑に治療するための介助をしたり、直接

患者さんに接して診療をサポートします。歯

科診療を円滑に行うため歯科医師の診療を

補助します。また歯科医師と患者さんとのコ

ミュニケーションや信頼関係を構築するた

めにサポートする役割もあります。 

ますます重要になってくる歯科衛生士の仕事

歯科予防処置 歯科保健指導 歯科診療補助

本校は昭和47年の創立以降2,265名の優秀な卒業生を送り出して参りました。 

平成18年より3年制に移行し、充実した講師陣が皆様に信頼される優秀な歯科衛生士の

養成に取り組んでいます。歯科衛生士の役割は全ての人にとってとても大切であり、今

後更なる超高齢社会を迎え、専門的な分野としての重要性は益々拡がっています。

一生続けられるすばらしい仕事、歯科衛生士国家資格に是非挑戦してください。

Message

校長 志田原早苗

※写真は感染症対策を充分に施して撮影をしております。また、過去に撮影した写真も使用しております。

就職希望者
100%内定

豊富な
実習

楽しい
学生生活

未来へつながる最先端歯科医療を学び
実力ある歯科衛生士を養成します





歯科診療補助実習

歯科衛生士の三大業務としての、歯科予防処置、歯科保健指導、歯科診療補助をはじめ、
臨床で必要とされる知識を養います。

2年生専門分野

これまで学んだ知識を基に臨床で技術を構築します。

実習は、模型実習、相互実習、臨地実習と段階を経て進んで行きま

す。

模型実習はマネキンや歯牙模型等を使用して行います。模型を使用

して、正確な技術、器具の操作等を学びます。

相互実習では、それぞれ、術者役、アシスタント役、患者役を交代し

ながら一つの症例を実習していきます。マネキン実習で習得した正

確な技術を基に、実際に口腔内で体験することにより、より正確な

技術へと向上させます。

また、チームで実習することによって診療の流れを把握でき、それぞ

れを体験することによって思いやりのある歯科衛生士となります。こ

の後、臨地実習へと進んでいきます。

専門分野は、臨床歯科医学と口腔保健学とに大別されます。臨床歯

科医学は、歯科の医療現場で実際行われている様々な症例について

学びます。

また、歯科衛生士としての重要な役割である歯科診療補助、歯科予

防処置もここで、学びます。

口腔保健学は、口腔の健康増進に対する取り組みを学びます。

歯科保健指導もここで学びます。その他、近年ますます必要とされ

てきている介護技術、医療保険事務なども学びます。

2年生実習

実習の進行

歯科の専門分野についてより深く学習し、
臨床実習を行います

歯科衛生士への道

2年生
カリキュラム

1年次に学んだことをベースに臨床で必要とされる知識を深め、応用力や専門性を高めます。

歯科医院や病院など実際の現場で学ぶ現場実習や「臨床・臨地実習」もチャレンジします。

臨地実習相互実習マネキン実習

歯科診療補助 歯科保健指導 歯科予防処置

歯科衛生士の三大業務



広島大学病院・岡山大学病院臨地実習障がい者施設実習高齢者施設実習

一般歯科医院・矯正歯科医院での臨地実習

幼稚園実習　障がい者施設実習　口腔保健センター実習　
 臨地実習先

小学校実習　高齢者施設実習　

広島大学病院・岡山大学病院・徳島大学・福山市民病院実習

　平和記念都市である広島にある広島大学病院

の歯科には、医科と同じように、多数の専門的診

療科があり、易感染者、高齢者、歯科恐怖症患者、

障害者、妊産婦、こどもなど様々な患者さん個々

の状況に応じて、適切な口腔健康の推進を図るこ

とのできる診療体制を整えています。高度な医療

の提供とともに、医療安全活動（院内感染予防対

策、医療事故防止）にも注力しています。

　歯科衛生士は、歯科診療の介助に加えて、健康寿

命に関係している口腔健康維持を担うことのできる

医療従事者です。本院では、多職種連携が必要な医

療である口腔健康管理においいて、歯科衛生士が活

躍しています。広島大学病院での臨床実習が、診療体

制および医療安全という面から、皆様の進路選択や

将来像の決定に役立つことを信じます。

広島大学病院
主席副病院長 

柴 秀樹

患者さん個々の状況に応じて、適切な口腔健康の推進を担うために。

障がい者の診療には、それぞれの人の持つ障害に対し知識と

配慮を必要とされます。歯科衛生士は障害を抱える人が安心

して治療を受けれるために非常に大きな役割を担います。本

校では、併設の口腔保健センターでの診療を通しての実習と

障がい者施設での口腔衛生への取り組みとブラッシング実習

を通して豊かな配慮のできるボランティア精神を育みます。

障がい者施設実習

大学病院・総合病院では、一般歯科医院ではめったに触れる事の出来ない

症例に触れることが出来ます。また、広島・岡山大学病院で、チーム診療、他

機関との連携で行われる歯科治療など様々なケースを経験します。さらに、

大学病院は研究機関としての役割を担っており最先端や未来の歯科医療

を現場で体験したり、見学することが出来ます。本校は、大学病院との密接

な連携により実習を行います。

広島大学病院・岡山大学病院・徳島大学・福山市民病院 臨地実習

歯科衛生士としての即戦力となる
高度な技術を習得します

歯科衛生士への道

3年生
カリキュラム

臨床実習を中心に学習し、これからの高齢社会にも対応できるよう

介護・福祉分野についても学習します。

国家試験合格に向けて、国家試験対策もいよいよ本格化。

模擬試験や個別指導を通して弱点を克服し、「国家試験合格」を目指します。

幼稚園実習

高度な知識の完成を目指します。

臨地実習は実習医院、口腔保健センター、大学病院などで行います。

3年生専門分野

3年生臨地実習

歯科診療は様々な専門知識を複合させて行われます。歯牙、口腔、顎

顔面、頭頸部、全身の状態を総合的に判断する力をつけていきま

す。また、同じ疾患でも乳幼児と老人では対処が違います。

一つの疾患だけでなく、数種の疾患から症状が生じていることもあ

ります。

歯科衛生士として臨床に望むには、総合的な専門知識を必要とさ

れ、これらを応用する力をつけていきます。こうして臨地実習に進ん

でいきます。臨地実習には下記のものがあります。

これらの専門知識を基に臨床経験を重ねることによって有能な歯

科衛生士を目指します。




